
貯蔵量別の移動タンク数 注１） 貯蔵量別の許可容量と最大流出量 注２）     シミュレーション結果のポイント等

【地区の特徴】 石油貯蔵、有機化学工業製品製造、
鉄鋼、金属製品製造業などが中心で、石油精製、石
油化学等の大規模事業所は存在しない。

【津波浸水深】 ０．３ ～ ５．０ｍ

【タンク規模】 500ｋＬ未満の小型タンクが約６割。浸
水深が大きく、油高が高い場合でも移動し流出（特防
区域全体の85％）する。

【流出する石油類】 引火性の高い第1・2石油類の流
出量の割合が５割弱と高い。
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【地区の特徴】 電気・電子製品製造業、製鉄業など
の事業所が存在し、一般住民が来場するアミューズ
メント施設やスポーツ施設も開業

【津波浸水深】 ０ ～ ２．０ｍ

【タンク規模】 100ｋＬ未満の小型タンクが約９割と高
い

【流出する石油類】 引火性の高い第2石油類が少量
流出する
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【地区の特徴】 石油精製、石油化学、石油貯蔵、ガ
ス、電気業等の重化学工業が中心。

【津波浸水深】 ０ ～ ２．０ｍ

【タンクの特徴】 １万ｋＬ以上の大型タンクが存在。
500ｋＬ未満の小型タンクが約半数を占める

【流出する石油類】 引火性の高い第1・2石油類の流
出量が約５割と高い
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【地区の特徴】 石油精製、石油化学、石油貯蔵、ガ
ス、電気業等の重化学工業が中心

【津波浸水深】 ０ ～ ２．０ｍ

【タンクの特徴】 １万ｋＬ以上の大型タンクが存在。
500ｋＬ未満の小型タンクが約４割

【流出する石油類】 引火性の高い第1・2石油類の流
出量が約４割

注１） 移動タンク数： 下限の管理値で移動（滑動・浮き上がり）するタンク数

注２） 最大流出量： 移動が始まる時点の貯蔵量の合計

  危険物タンクの津波被害シミュレーション結果
      ※ 関西国際空港地区及び岬地区でのタンクの移動等は生じない。
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